
初

の

『

労

使

関

係

白

書

―

転

換

期

に

た

つ

１

９

６

６

年

の

労

使

関

係

』

（

１

９

６

６

年

３

月

＝

左

）

と

初

の

『

賃

金

白

書

―

昭

和

�

年

春

季

賃

金

交

渉

分

析

』

（

１

９

６

８

年

２

月

＝

右

）

。

■

「

ド

ラ

イ

ヤ

ー

報

告

」

を

機

に

　

日

本

生

産

性

本

部

は

１

９

６

０

年

代

後

半

、

内

外

経

済

の

変

化

に

対

応

す

る

た

め

経

営

の

意

識

向

上

に

努

め

て

き

た

が

、

同

時

に

「

労

使

関

係

近

代

化

」

活

動

に

お

い

て

も

同

じ

問

題

意

識

に

立

ち

、

労

使

の

自

覚

を

促

し

た

。

　

そ

の

具

体

化

が

『

労

使

関

係

白

書

』

（

１

９

６

６

年

３

月

）

と

『

賃

金

白

書

』

（

１

９

６

８

年

２

月

）

の

刊

行

だ

っ

た

。

　

『

労

使

関

係

白

書

』

の

「

発

刊

の

言

葉

」

で

本

部

会

長

・

足

立

正

は

、

本

部

が

わ

が

国

労

使

関

係

の

近

代

化

・

正

常

化

に

一

定

の

貢

献

を

し

て

き

た

と

し

つ

つ

、

「

た

ま

た

ま

昭

和

�

年

に

は

Ｉ

Ｌ

Ｏ

ド

ラ

イ

ヤ

ー

委

員

会

報

告

書

が

発

表

さ

れ

、

他

方

国

内

的

に

は

不

況

の

深

刻

化

に

伴

い

賃

金

、

企

業

合

理

化

の

諸

問

題

を

め

ぐ

つ

て

労

使

関

係

が

、

多

難

の

局

面

に

直

面

し

た

。

こ

の

事

情

に

か

ん

が

み

、

こ

れ

を

機

と

し

て

」

第

１

回

白

書

を

刊

行

す

る

こ

と

に

決

定

し

た

と

記

す

。

■

問

題

は

将

来

の

た

め

の

構

図

　

「

ド

ラ

イ

ヤ

ー

報

告

」

と

は

、

国

際

労

働

機

関

（

Ｉ

Ｌ

Ｏ

）

の

実

情

調

査

調

停

委

員

会

の

調

査

団

（

委

員

長

・

ド

ラ

イ

ヤ

ー

な

ど

３

人

）

が

、

日

本

の

官

公

労

組

の

申

立

て

事

件

に

つ

い

て

、

Ｉ

Ｌ

Ｏ

理

事

会

に

１

９

６

５

年

�

月

に

提

出

し

た

報

告

書

。

Ｉ

Ｌ

Ｏ

が

日

本

の

官

公

労

働

者

問

題

に

つ

い

て

初

め

て

示

し

た

総

括

的

文

書

だ

っ

た

。

『

白

書

』

で

は

労

使

関

係

の

歴

史

的

変

遷

を

ま

ず

位

置

づ

け

、

Ｉ

Ｌ

Ｏ

ド

ラ

イ

ヤ

ー

報

告

、

�

年

度

の

賃

金

交

渉

、

労

働

経

済

の

諸

問

題

を

分

析

。

生

産

性

運

動

の

立

場

か

ら

、

こ

れ

か

ら

の

労

使

関

係

の

方

向

を

示

し

、

指

針

と

し

た

。

　

執

筆

の

中

心

を

担

っ

た

の

は

本

部

労

使

協

議

制

常

任

委

員

会

委

員

長

・

中

山

伊

知

郎

。

中

山

は

「

提

言

・

�

年

後

の

労

使

関

係

」

と

題

し

た

論

稿

で

、

労

使

対

立

・

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

的

対

立

の

緩

和

を

予

想

し

、

最

後

に

次

の

よ

う

に

記

す

。

　

「

し

か

し

、

こ

こ

で

問

題

と

な

る

の

は

む

し

ろ

将

来

の

た

め

の

構

図

で

あ

る

。

そ

の

中

に

は

労

使

そ

れ

ぞ

れ

の

努

力

、

並

び

に

併

わ

せ

て

第

３

者

と

し

て

こ

れ

ら

の

問

題

に

対

処

す

る

幾

多

の

人

び

と

の

努

力

が

お

り

込

ま

れ

て

い

る

こ

と

も

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

。

」

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）

（

次

回

は

１

月

�

日

号

に

掲

載

）


